
出来形測定の省力化と正確性（誤差の最小化）

茨城県常陸河川国道事務所管内における国道法面災害復旧工事での、初BIM／CIM施工現場

です。TLSによる3D計測について、従来手法による実測と比較をし、全測定地点において誤差

5mm以内という精度の高さを実証しました。広範囲・多地点に及ぶ測定も、短時間で計測、資料

化ができることで高評価を得ており、今後は下地の鉄筋測定に活用可能かを検証予定です。

● 急傾斜法面の出来形計測を、安全かつ高精度に実現

 出来形測定の省力化

 全箇所、広面積の資料化

 実測との比較での正確性

3つのポイント

【提供】 中央技術サービス(株) （茨城県） ☞ i-Con・BIM/CIM業務代行承っております。 福井コンピュータ 業務代行パートナー 検索

●業務委託元：鈴縫工業（株）

TLS→TREND-POINTで計測 実測による精度検証

本工事において、関東イン

フラDX大賞を受賞、関東

地整ICTアドバイザーに認

定されました。

下地鉄筋の3D計測も今後検証予定


